
ＪＲ東海労ニュース

安保関連法案は憲法違反だよね！
他国の戦争に自衛隊が加担する集団的自衛権、そして、自衛隊を地球のどこ

までも派兵することを可能とした具体的法律である安保関連法案は、本紙で説

明したところです。さて、これらは憲法（特に９条）に違反すると、各方面か

ら指摘の声が上がり続けています。特に、衆院憲法審査会で３人の憲法学者が

安保法制を「憲法違反」と述べたことは大きな話題となりました。

「報道ステーション」が憲法学者へのアンケート調査を行いました。198人

中、151人から返信を受けました（下のグラフ参照）。集団的自衛権も安保関

連法案も、「憲法違反の疑いはない」と回答した憲法学者は極わずかです。

政治家は憲法を守るのが義務です。衆院憲法審査会の報告さえも、ないがし

ろにする安倍政権をどう思いますか？ 皆さん、共に考えましょう。

第９条 日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発

動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段とし

ては、永久にこれを放棄する。

２ 前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の

交戦権は、これを認めない。
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